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　本研究は，母からの負情動・身体感覚否定経験が青
年期の攻撃性にどのような影響を及ぼすものなのかを
検証するものである。大河原20）21）22）23）24）は，これま
での臨床実践から，さまざまな子どもの心理的問題の
根底に，感情制御の発達不全があることを指摘してき
た。母からの負情動・身体感覚否定経験とは，感情制
御の脳機能における脆弱性に影響を与えるコミュニ
ケーション様式であり，母子間の愛着システム不全を
生み出す関わりである25）26）27）28）。本論では，感情制
御の発達不全モデルを量的研究により実証するため
に，母からの負情動・身体感覚否定経験がどのように
青年期の攻撃性に影響を与えるのか，家庭内暴力傾向
を指標として検証する。

１．１．家庭内暴力の背景
　家庭内暴力をする子どもは必ずしも「非行少年」で
あるとは限らず，いわゆる「よい子」と呼ばれる子ど
もが，ある日突然キレて暴力をふるうことが多いとさ
れている。青木 1）によると，「キレるというのは，自
分の中でタガが外れたり，不愉快な刺激を受けた場
合，抑止力がなくなり，理性的な行動がとれなくなっ
て発作的な情動がおこる現象に対して使われている表
現であり」，キレることの特徴として，「怒り」をコン
トロールする力が弱いことが示されている。そして，
子どもの暴力は，子どもの素直な感情表現が抑圧され
ることで抱いた怒り感情の変形であり，抑圧されてき
た怒りの表現として現れる攻撃性は原因がわからない

ため，攻撃の対象が定まらず親や物への八つ当たり
や，自分自身へ向けられることがある34）。川畑14）は，
家庭内暴力をふるう子どもの心理的特徴として，「内
心には強い怒りを抱えて」おり，「同時に，甘えたい
（受け容れて欲しい）という欲求とそれを拒まれるの
ではないかという強い不安も抱いている」と述べ，こ
れらの「アンビバレント（両価的）な感情を言葉で表
現することが苦手であり，暴力という形でしか表現で
きない」ことを示している。このように，子どもの感
情表現の仕方は，子どもと他者とのコミュニケーショ
ンにおいて，子どもの感情がどのように扱われてきた
かということと関係している。否定的に扱われてきた
場合には抱いた感情は抑圧され，適切な感情の表現を
身につけることができないので，その抑圧されてきた
感情が制御できなくなったときには，八つ当たりなど
の攻撃行動として表出されると考えられる。
　また，清永15）によると，自己感覚の喪失は，他者
感覚や社会的規範軸を喪失し，衝動的に（個人的感情
を無差別の対象に向かって突発的一時的に表出するよ
うな）暴力的な犯行に至る。南澤・山崎18）は，問題
行動の加害当事者の心理的側面について，高校生の暴
力行為事例の分析研究することを通して，「問題行動
の加害者側の生徒は，自己価値に対する認識と評価が
一般の生徒より低い」ことを示している。榎木 8）に
よると，自分とはどのような存在なのかという自己認
知は，環境との相互作用を通して形成されるものであ
るという。細田・田蔦11）は，他者とはどのような存
在なのかという他者認知も，周囲の人々との関わり合
いの中で形成されるものであり，周囲から認められ，
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必要なときに助けを求めることができる子どもは「自
分は自分であっていいんだ」と感じることができてい
ると言う。つまり，他者とのコミュニケーションを通
して，子どもは自己の存在を知るものであり，自己の
存在を肯定的に捉えることができないと，暴力行為な
どにつながる可能性があるといえる。

１．２．感情制御と攻撃の置き換え
　「攻撃行動は，挑発の源泉に対する報復としての直
接的攻撃の形態で表出されることがある一方で，挑発
の源泉ではない他の対象に対するやつ当たりの形態で
表出されることもある32）。淡野30）のレビューによる
と，個人が挑発事象を経験した時に，挑発の源泉では
ない他の対象に表出する攻撃は，置き換えられた攻撃
（displaced aggression）と定義される 7）12）。例えば，上
司から説教を受けた会社員が家に帰って妻にきつくあ
たる，といった攻撃行動が置き換えられた攻撃とな
り，また，誘発されて表出する置き換えられた攻撃の
ことをTDA（triggered displaced aggression）という 6）。
そして，TDA理論では，挑発事象と誘発事象の間の
認知活動として，挑発事象で喚起された怒りについて
の反すうが仮定されている。個人が挑発事象を経験す
ると，連合ネットワーク内の攻撃に関する感情，認知
および覚醒の活性化が維持され，後の攻撃行動の表出
可能性を増加させることとなり，個人がこの状態にお
いて誘発事象を経験すると，TDAを表出する。
　TDA理論に基づき，Denson，Pedersen，& Miller5）

は，置き換えられた攻撃に従事しやすい傾向の個人差
を測定する攻撃の置き換え傾向尺度（Displaced 

Aggression Questionnaire；DAQ）を作成している。
DAQの下位尺度は，連合ネットワーク内の攻撃に関
する感情，認知および覚醒に対応付けるかたちで以下
の 3つで構成されている。
　〔1〕感情的要素として“怒りの反すう（angry 

rumination）”：挑発事象によって生じた怒りについて
反すうを行う傾向を測定する。
　〔2〕認知的要素として“報復の企図（revenge 

planning）”：挑発事象について悪意を抱き，報復を企
てる傾向を測定する。
　〔3〕行動的要素として“攻撃の置き換え（displaced 

aggression）”：挑発の源泉ではない他の対象に攻撃を
加える傾向を即測定する。
　Denson et al. 5） が，家庭内暴力尺度（The Abuse 

Within Intimate Relationships Scale；Borjesson2）） に つ
いて，挑発の源泉ではない他の対象に対する置き換え
られた攻撃特性を測定する攻撃の置き換え傾向尺度

（DAQ）と，挑発源泉に対する直接的な攻撃特性を測
定する直接的攻撃傾向尺度（Buss and Perry Aggression 

Questionnaire；BAQ；Buss & Perry4））の影響を検討し
た結果，直接的攻撃傾向と比較して，攻撃の置き換え
傾向が家庭内暴力をより強く予測していることが示さ
れた。また，淡野30）の日本語版尺度研究においても，
直接的攻撃傾向と比較して攻撃の置き換え傾向が家庭
内言語的暴力をより強く予測していることが示されて
いる。つまり，「置き換えられた攻撃は，日本語でい
うやつ当たりに相当する」ものであり31），このような
攻撃行動が家庭内暴力と関係すると考えられる。

１．３．自己存在感の希薄さ
　人が人として生きていくには自分は他者とは違った
独自の存在であるという感じが持てなくてはならな
い。子どもは成長過程で身近な人々との同一化を通し
て，少しずつ人格を作り，思春期に至って自我の目覚
めが起き，そしてやがて親から離れて社会へと出て行
く。そうした子どもの成長にとって大切な同一化の対
象はまず母親，父親である。
　喜怒哀楽を共にするなどの「心の交流」が乏しく，
情緒的，精神的な親子関係が希薄であると，親が子ど
もの同一化の対象にならず，そのため，愛情豊かに育
てられているように見えながらも，親からの心の支え
が得られずに，自分の存在感を持てずに漠然とした不
安の中で年齢を重ねていくということが指摘されてい
る33）。
　湯川35）のレビューによると，日常生活においてあ
る存在（現象，対象）を認識（経験，直感）するにあ
たり，時間と空間の観点をその基礎としており16），自
己という存在を認識する場合も同様だとすれば，自己
認識には大きく対時間的な次元と対空間的な次元があ
ると仮定できる。対時間的な次元での自己認識は，歴
史的な存在であることに由来し，すなわち，記憶に
よって想起される過去の自己，現在生きていると認知
される自己，そして，未来に想像される自己のよう
に，過去・現在・未来の時間軸に沿って自己を認識し
ている。Markus & Nurius17）も，現在ここにある自己を
動機づける（現実自己以外の）自己として，過去の自
己と未来の自己を含めた「可能自己」の概念を提唱し
ている。このように，対時間的次元での自己存在の認
識とは，現実自己や可能自己のような自己の過去・現
在・未来に関する展望を基盤とする自己把握である。
一方，今現在の空間的な自己の把握は，厳密に考える
と，内的な（internal）認識と外的な（external）認識
の 2次元に分けられ，これは，James13）の「知る主体

－ 180 －

東 京 学 芸 大 学 紀 要　総合教育科学系Ⅰ　第64集（2013）



としての自己（主我）」と「知られる客体としての自
己（客我）」やBuss3）の自己意識理論における「私的
自己」と「公的自己」の考えに対応する。すなわち，
前者の内的・主体的・私的な自己認識とは，対自的次
元の自己把握であり，個人的な内面世界に対する注目
や思考を基盤としており，後者の外的・客観的・公的
な自己認識とは，対他的次元での自己把握で，周囲の
他者や社会との関係を基盤としている。落合19）は，
孤独感の規程因を分類・整理するなかで，その心理的
（内的）条件として「対他的次元（人との関係に関す
る次元）」「対自的次元（自己のあり方の意識に関する
次元）」「対時間的展望の次元（時間的展望に関する次
元）」の 3次元があるとしている。
　湯川35）はこれらの自己認識に存在理由や存在価値
といった価値的な側面が付随した，自己に関する価値
レベルの概念が「自己存在感」であり，「自分自身に
関する肯定的な存在理由もしくは存在価値についての
感覚」と定義されるとしている。そして，個人的な内
面世界に対する注目や思考を基盤とする次元の「対自
的次元」，周囲の他者や社会との関係を基盤とする次
元の「対他的次元」，自分の過去・現在・未来に関す
る展望を基盤とする次元である「対時間的次元」の 3
つの下位尺度で構成された自己存在感の希薄さ尺度
（Diminished Sense of Self-Existence Scale；DSSS）を作
成し，自己存在感の希薄さと暴力や攻撃性との関連を
検討し，敵意や怒りなどの非表出性の（内的な，潜在
的な）攻撃との関連を示している。

１．４．仮説と目的
　本論の目的は，感情制御の発達不全モデル25）26）27）28）

を量的研究により実証するために，母からの負情動・
身体感覚否定経験がどのように青年期の攻撃性に影響
を与えるのかについて，家庭内暴力傾向を指標として
検証することである。先行研究から，家庭内暴力など

の攻撃行動には，子どもの感情制御の困難状態や自己
存在感の低さ，攻撃の置き換えが関係していることが
明らかになった。
　これらの要因は，図 1に示したような相互作用を経
て，家庭内暴力に至るのではないかと仮説することが
できる。各要因を測定する質問紙として，「負情動・
身体感覚否定経験認識質問紙（大河原ら29））」「攻撃の
置き換え傾向尺度（淡野30））」「自己存在感の希薄さ尺
度（湯川35））」を使用し，「家庭内暴力傾向」を測定す
る質問紙は自作する。
　本論では，質問紙調査により，（1）図 1の仮説を
統計的に検証するとともに，（2）自己存在感に焦点
をあてて，家庭内暴力に至らない場合の要因（抑制要
因）を明らかにする。

２．１．質問紙構成
（1）フェイスシート
　実施日，性別，年齢の記入を求めた。
（2）家庭内暴力傾向質問紙
　家庭内暴力とは，家庭内でふるわれた暴力の総称の
ことで，親から子ども，子どもから親，同胞間などと
組み合わせは様々であるが，日本における子どもから
親への暴力は，米国で”Parent Abuse”と報告された
日本特有の社会現象であると考えられている10）。
そして，子どもの家庭内暴力の内容は，以下の 3つで
ある。
　〔1〕身体的暴力：身体に加えられる暴力で，足で
蹴る，殴る，突き飛ばす，物を投げる，刃物を突きつ
けたりすることである。相手に対して打撲や骨折など
を負わせて，暴力を受けた者に相当の打撃を与える。
　〔2〕心理的暴力（または精神的暴力）：言葉による
暴力で，暴言を吐き，執拗に嫌がらせをしたり，大声
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図1　家庭内暴力の背景にある心理的要因に関する仮説
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で怒鳴り散らしたり，わめき続けたりすることであ
る。これらの行動は親を心理的に参らせる。
　〔3〕器物損壊：物にあたることもあり，その対象
には家のなかにあるすべてのものに向けられる。家財
道具を壊す，ガラスを割る，壁を蹴る，火をつけるな
どがある。
　これらの家庭内暴力の内容を元に，様々な家庭内で
の身体的暴力，心理的暴力，器物損壊の暴力場面を想
定し，質問項目を選定した（表 1）。この質問項目に
対してどの程度経験したことがあるかを問う質問紙を
「家庭内暴力経験質問紙」とし，どの程度したいと
思ったことがあるかを問う質問紙を「家庭内暴力願望
質問紙」とする質問紙を作成。各項目を 6件法で評
定。

（3）負情動・身体感覚否定経験認識質問紙
　大河原ら29）が作成した質問紙で，様々な負情動と
身体感覚を母親に対して表出する場面を想定し，その
際の母親の反応がどの程度否定的なものだったと認識
しているかを測定。負情動否定経験因子（項目 1から
5）と身体感覚否定経験因子（項目 6から13）の 2因
子からなる。各項目を 5件法で評定（表 2）。
（4）攻撃の置き換え傾向尺度（DAQ）
淡野30）が作成したDAQ日本語版尺度で，個人が挑発
事象を経験したときに，挑発の源泉ではない他の対象
に表出する攻撃を測定する。
　挑発事象によって生じた怒りについて反すうを行う
傾向を測定する「怒りの反すう」10項目（怒ったと
き，長い間自分の思考や感情のことばかり考える傾向

表 1　家庭内暴力経験および願望質問紙（各 9項目）

1　家族を叩いたり、 蹴ったりする

2　家族に物を投げつける

3　家族の身体を強くつかんだり、 突き飛ばしたりする

4　家族に命令したり、 脅したりする

5　家族を批判したり、 嫌がらせをしたりする

6　家族に暴言を吐いたり、 大声で怒鳴ったりする

7　家の中の物を殴ったり、 蹴ったりする

8　家の中の物を壊す

9　家の中を荒らす

表2　負情動・身体感覚否定経験認識質問紙（13項目）（大河原ら 29) ）

1 私が不機嫌に怒ると、 その理由を説明しても、 母は私を受け入れてはくれなかった （だろう）。

2 私が不機嫌に泣くと、 その理由を説明しても、 母は私を受け入れてはくれなかった （だろう）。

3 私が不機嫌にぐずぐずすると、 その理由を説明しても、 母は私を受け入れてはくれなかった （だろう）。

4 私が不機嫌にイライラすると、 その理由を説明しても、 母は私を受け入れてはくれなかった （だろう）。

5 私が不機嫌に不安を訴えると、 その理由を説明しても、 母は私を受け入れてはくれなかった （だろう）。

6 私が 「いやなにおいだ」 と感じていて、 母はそう感じていない時、 私が 「いやなにおいだ」 と言うと、 母は 「そん
なことはない。 いやなにおいなんかしないでしょ」 と言った （だろう）。

7 私が 「変な味だ」 と感じていて、 母はそう感じていない時、 私が 「変な味だからいやだ」 と言うと、 母は 「そんな
ことはない。 変な味なんかしないでしょ」 と言った （だろう）。

8 私が「気分が悪い」と感じていて、母は私（あなた）の気分が悪いとは感じていない時、私が「気分が悪い」と言うと、
母は 「そんなことはない。 気分なんて悪くないでしょ」 と言った （だろう）。

9 私が 「おなかが痛い」 と感じていて、 母は私 （あなた） のおなかが痛いとは感じていない時、 私が 「おなかが痛
い」 と言うと、 母は 「そんなことはない。 おなかなんて痛くないでしょ」 と言った （だろう）。

10 私が 「ねむい」 と感じていて、 母はそう感じていない時、 私が 「ねむくていやだ」 と言うと、 母は 「そんなことは
ない。 ねむくなんかないでしょ」 と言った （だろう）。

11 私が 「暑い」 と感じていて、 母はそう感じていない時、 私が 「暑くていやだ」 と言うと、 母は 「そんなことはない。
暑くなんかないでしょ」 と言った （だろう）。

12 私が 「熱っぽい」 と感じていて、体温計は平熱を示しているとき、私が 「熱っぽくて具合が悪い」 と言うと、母は 「そ
んなことはない。 熱なんかないでしょ」 と言った （だろう）。

13 私が 「足が痛い」 と感じていて、見たところ何も異常がないように見えるとき、私が 「足が痛い」 と言うと、母は 「そ
んなことはない。 足なんか痛くないでしょ」 と言った （だろう）。
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がある・過去に私を怒らせた事について考えるだけ
で，また怒りがこみあげてくる，他），挑発事象につ
いて悪意を抱き，報復を企てる傾向を測定する「報復
の企図」11項目（人に仕返しをしている状況を想像
することがある・誰かが私を怒らせた時，どうやって
その人に仕返しをするかを考えずにはいられない，
他），挑発の源泉ではない他の対象に攻撃を加える傾
向を測定する「攻撃の置き換え」10項目（仕事や学
校で嫌な事があったら，家族や友人に対して攻撃的に
なることがある・誰かもしくは何かが私を怒らせた
時，他の人にやつ当たりすると思う，他）で構成され
ている。各項目を 5件法で評定。
（5）自己存在感の希薄さ尺度（DSSS）
　湯川35）の作成した，自己存在感を「自分自身に関
する肯定的な存在理由もしくは存在価値についての感
覚」と定義し，自己に関する価値的側面からの認識
が，どのくらい希薄なものであるということを示す概
念。
　個人的な内面世界に対する注目や思考を基盤とする
次元の「対自的次元」13項目（自分は価値のある人
間だと思う*・自分には，自慢できるところがあまり
ない，他），周囲の他者や社会との関係を基盤とする
次元の「対他的次元」11項目（自分は他人に必要と
されている人間だと感じる*・自分を必要としてくれ
ている人間などいない，他），自分の過去・現在・未
来に関する展望を基盤とする次元である「対時間的次
元」13項目（自分の未来は明るいと思う*・これまで
の生き方に自信が持てない，他）で構成（*逆転項
目）。各項目を 5件法で評定。

２．２．予備調査
　A大学の大学生及び大学院生を対象に，家庭内暴力
経験・願望質問紙，攻撃の置き換え傾向尺度30），負情

動・身体感覚否定経験認識質問紙への調査を行った
（有効回答数153名：男性66名，女性87名，平均年齢
21歳，回収率は約91%）。予備調査（2011年 6 月 1 日
から 6月 9日に実施）では，質問紙の因子妥当性と信
頼性を確認した。

２．３．本調査
　関東圏内大学の大学生および大学院生412名に，
2011年10月 6 日から11月14日に個別自記入式の質問
紙調査を実施（有効回答数391名：男性189名，女性
202名，平均年齢20歳，回収率は約96%）。以下は本
調査の結果である。

２．４．結果
２．４．１．質問紙の妥当性と信頼性の検討
　家庭内暴力傾向質問紙 9項目について，初期解を主
因子法による因子分析を用いて行った結果，1因子構
造が妥当であると判断した（表 3・表 4）。
　負情動・身体感覚否定経験認識質問紙は，2因子で
あることが確認された29）。質問紙の作成過程と妥当性
信頼性の検証については大河原ら29）に記載した。
　また，攻撃の置き換え傾向尺度，自己存在感の希薄
さ尺度については，先行研究と同様の 3因子で十分な
信頼性を得た。
 

２．４．２．仮説の検証
　仮説の検証を行うにあたり，家庭内暴力経験質問紙
と家庭内暴力願望質問紙を「家庭内暴力傾向質問紙」
として扱うために，（1）下位尺度間の関連を相関関
係の分析により確認した。そして，（2）負情動・身
体感覚否定経験認識，家庭内暴力傾向，攻撃の置き換
え傾向，自己存在感の希薄さの関連について，構造方
程式モデリングによるパス解析を用いて検討した。

表3　家庭内暴力経験質問紙の因子分析結果（主因子解） 表4　家庭内暴力願望質問紙の因子分析結果（主因子解）

　 　 　 　 Ⅰ Ⅰ

6　家族に暴言を吐いたり、 大声で怒鳴ったりする .81 1　家族を叩いたり、 蹴ったりする .86
2　家族に物を投げつける .80 3　家族の身体を強くつかんだり、 突き飛ばしたりする .85
1　家族を叩いたり、 蹴ったりする .77 4　家族に命令したり、 脅したりする .82
3　家族の身体を強くつかんだり、 突き飛ばしたりする .77 2　家族に物を投げつける .81
7　家の中の物を殴ったり、 蹴ったりする .76 6　家族に暴言を吐いたり、 大声で怒鳴ったりする .80
4　家族に命令したり、 脅したりする .74 7　家の中の物を殴ったり、 蹴ったりする .78
5　家族を批判したり、 嫌がらせをしたりする .72 8　家の中の物を壊す .77
8　家の中の物を壊す .64 5　家族を批判したり、 嫌がらせをしたりする .77
9　家の中を荒らす .62 9　家の中を荒らす .72

累積寄与率 54.97% 累積寄与率 63.76%
α係数 .92 α係数 .94
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（1）家庭内暴力傾向質問紙の下位尺度間の関連
　下位尺度に相当する項目の平均値及び標準偏差，下
位尺度間相関を算出した。「家庭内暴力経験」尺度得
点（平均：1.97，SD：1.05）と「家庭内暴力願望」尺
度得点（平均：2.04，SD：1.18）を下位尺度とした。
2つの下位尺度は .65（p<.001）と有意な正の相関を
示した。
（2）負情動・身体感覚否定経験認識の影響の検討
　負情動・身体感覚否定経験認識が家庭内暴力に及ぼ
す影響を検討するために，構造方程式モデリングによ
るパス解析を行った。負情動・身体感覚否定経験認識
が攻撃の置き換え換え傾向，家庭内暴力傾向，自己存
在感の希薄さの全てに影響を及ぼすこと，攻撃の置き
換え傾向が家庭内暴力に影響を及ぼすこと，自己存在
感の希薄さが攻撃の置き換え傾向に影響を及ぼすこと
を仮定して分析を行った。
　その結果，適合度指数はGFI=.95，AGFI=.91，
RMSEA=.077，AIC=148.95であった。負情動・身体感
覚否定経験認識が，攻撃の置き換え傾向と自己存在感
の希薄さに対して中程度の正の有意なパスを示し，家
庭内暴力傾向に対しては低い値ではあるが有意な正の
パスを示していた。また，攻撃の置き換え傾向が，家
庭内暴力傾向に対して中程度の正の有意なパスを示
し，自己存在感の希薄さが攻撃の置き換え傾向に対し
て低い値の有意な正のパスを示していた（図 2）。

２．４．３．家庭内暴力の抑制要因の検討
　家庭内暴力の抑制要因を検討するために，母親から
負情動・身体感覚を否定されてきたと認識している，
負情動・身体感覚否定経験認識群において，自己存在
感の希薄さ尺度の「対他的次元」因子と攻撃の置き換

え傾向，家庭内暴力傾向との関係を検討した。
　湯川35）において，自己存在感の希薄さ尺度は 3因
子構造が示されている。そのうちの「対他的次元」因
子は，「自分の考えを，周囲の人は真剣に聞いてくれ
ない」や「自分には気の許せる親しい人たちがいる
*」などの，他者との関係の中で感じる自己存在感に
ついての項目である。
　つまり，この得点が高い場合（高群）は他者との関
係について否定的であり，低い場合（低群）は肯定的
なものであることを示している。
　そこで，他者との関係が攻撃の置き換え傾向と家庭
内暴力にどのような影響を与えているのかを検討する
ために，湯川35）で示されている「対他的次元」因子
に注目した。そして，湯川35）の因子構造をもとにし
て，「対他的次元」因子の信頼性・妥当性の検討を行
うため，「対他的次元」の 9項目（項目14，15，16，
17，18，19，20，23，24）について，初期解を主因子
法による因子分析を用いて行った。その結果，固有値
の減衰状況は3.98，1.02，.89…であり，再度 1因子を
仮定して主因子法による因子分析を行った。また，α
係数は .84だった（表 5）。この結果から，「対他的次
元」を 1因子構造として判断し，以降の分析に使用す
ることとした。
　そして，負情動・身体感覚否定経験認識群におけ
る，対他的次元高低群の差の検討を行なうために，攻
撃の置き換え傾向得点と家庭内暴力傾向得点について
t検定を行った（表 6）。その結果，攻撃の置き換え傾
向については，対他的次元得点が高い群は低い群に比
べて有意に高い得点を示していた（t（186）= 2.37，
p<.05）。家庭内暴力傾向については，対他的次元得点
高低群の差は有意ではなかった（t（186）= 1.07，
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図2　負情動・身体感覚否定経験認識の影響
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n.s.）。つまり，他者関係を否定的に捉えている場合ほ
ど，攻撃の置き換え傾向が強くなることが示された。

３．１．仮説の検証について
　負情動・身体感覚否定経験認識から，自己存在感の
希薄さおよび攻撃の置き換え傾向を介して，家庭内暴
力傾向に影響を与えるという結果が得られ，母から負
情動・身体感覚を否定されてきたという認識によっ
て，怒り感情の制御が困難となり，その状態において
攻撃が置き換えられると，家庭内暴力という過覚醒反
応の行動につながる可能性が示唆された。
　母から負情動や身体感覚の表出をどのように扱われ
てきたかということは，個人の感情の扱い方や自己存
在感の形成に大きな影響を与える。否定的なコミュニ
ケーションは愛着システムの機能不全をもたらし，怒
り感情の制御が困難な状態を形成するといえる。この
結果は，東京都（編）33）の報告において，親として
子どもに向き合い喜怒哀楽を共にするなどの情緒的，
精神的な親子関係が希薄であると，親が子どもの同一
化の対象にならないため，親からの心の支えが得られ
ずに子どもは自分の存在感が持てない状態となると述
べられていることと一致する。
　そして，藤・湯川9）は，「暴力や攻撃の問題の背景と
して，満たされない自己の在り方が存在して」おり，
自己の満たされなさは，自己不満や自己不安などのネ

ガティヴな感情を生み，自己の存在認識の希薄化を媒
介して敵意的認知傾向を高めるとしている。感情制御
と攻撃行動の関係の強さについて多くの先行研究でい
われていることや，湯川35）の研究において，自己存
在感の希薄さは，敵意や怒りなどの非表出性の（内的
な，潜在的な）攻撃と正の相関があることが示されて
いることから，自己の存在を肯定的に捉えられないこ
とで，怒り感情と攻撃行動の制御が困難な状態となる
といえる。つまり，自己の存在に対する感覚が個人の
感情制御力，そして攻撃行動の制御力へ影響を与えて
いると考えられる。
　また，表出された攻撃行動が源泉ではない他の対象
に向けられる，「やつ当たりに相当する置き換えられ
た攻撃」は，家庭内暴力と強く関係すると考えられて
おり31），子どもの家庭内暴力の背景には，親子関係の
中で負情動・身体感覚の否定されるようなコミュニ
ケーションが展開されており，このようなコミュニ
ケーションの中で子どもは自己の存在を感じられなく
なり，適切な感情表現力も身につかないため，怒り感
情の制御が困難な状態となっているという可能性が示
された。
　大河原の感情制御の発達不全モデル25）26）27）28）では，
乳幼児期からの母子のコミュニケーション不全が負情
動に対する対処方略としての解離様式を獲得させ，そ
れが個の脆弱性の基盤としてその後の適応状態と深く
関係する。そしてその後の問題増幅システムの中での
さまざまな悪循環を経て，青年期の問題へと発展する

表5　DSSS「対他的次元」項目の因子分析結果（主因子解）

　　　 　 　 　 Ⅰ

14　自分は他人に必要とされている人間だと感じる * .75
18 自分を必要としてくれている人間などいない .69
19 自分は親しい仲間たちの中で欠くことのできない存在である * .68
15 自分のことを尊重してくれる人は少ない .66
16 周りの人は、 自分のことを信頼してくれているだろう * .64
17 周囲の人は自分のことを理解してくれている * .59
20 自分の考えを、 周囲の人は真剣に聞いてくれない .50
23 自分は友人や家族などの期待にこたえていると思う * .47
24　周りの人は自分を一人前に扱ってくれない .46

累積寄与率 37.64%
α係数 .84

表6　対他的次元高低群別のt検定結果

自己存在感の希薄さ （対他的次元）

高群 低群

平均 SD 平均 SD t 値

攻撃の置き換え傾向 2.84 .62 2.63 .64 -2.37*
家庭内暴力傾向 2.34 1.19 2.17 .98 -1.07
*p<.05
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と想定されている。本研究により，母からの負情動・
身体感覚否定経験認識は，自己存在感の希薄さや攻
撃の置き換え傾向を媒介として家庭内暴力傾向と関
係するという結果は，大河原の感情制御の発達不全
モデル25）26）27）28）の妥当性を実証的に担保する結果で
あったと言える。

３．２．家庭内暴力の抑制要因について
　仮説の検証により，自己の存在を肯定的に捉えるた
めには，母親に負情動や身体感覚の表出を受け入れて
もらうという経験が重要な役割を果たし，さらに怒り
感情と攻撃行動の制御を高める可能性が示された。し
かし，どのような要因があれば，家庭内暴力に至らな
いのかを明らかにするため，自己存在感に焦点をあて
て，抑制要因について分析した。
　自己存在感の希薄さ尺度の下位尺度である「対他的
次元」は，「自分の考えを，周囲の人は真剣に聞いて
くれない」や「自分には気の許せる親しい人たちがい
る*」などの，周囲の他者との関係についての項目で
ある。この得点が高い場合（高群）は他者との関係に
ついて否定的に捉えており，低い場合（低群）は肯定
的に捉えていることを示している。そこで，負情動・
身体感覚否定経験認識群において，攻撃置き換え傾向
と家庭内暴力傾向得点の，「対他的次元」の高低群差
を検討した。その結果，攻撃の置き換え傾向得点につ
いて，対他的次元の高低群差が認められ，対他的次元
得点の高群が低群に比べて有意に高かった。また，家
庭内暴力傾向については有意差がみられなかった。
　これは，負情動・身体感覚を否定されてきたと認識
していても，その後の他者との関係を肯定的に捉えて
いることによって，攻撃の置き換え傾向が低くなるこ
とが考えられる。また，負情動・身体感覚否定経験認
識は，攻撃の置き換え傾向を介して家庭内暴力に影響
を与えているため，直接関係が示されなかったと考え
られる。つまり，母親から負情動・身体感覚を否定さ
れてきた経験があっても，他者との関係において自分
の存在が受け入れられていると思えるようになること
で，怒り感情と攻撃行動の制御力を高めることができ
るという援助の可能性が示唆された。

　本研究において測定された攻撃性は，質問紙調査の
特性から，個人が意識化できている側面のみを扱った
ものであった。暴力をふるいたくないと思っているに
も関わらず，解離状態にあるために暴力をふるってし

まうケースなどについては，十分に検討できていな
い。
　また，家庭内暴力は，父親やきょうだいとの関係な
ど家族システムにおける機能不全が重要な要因として
考えられるが，今回の調査は，個人内要因にのみ焦点
をあてたものであった。さらに青年期における父親と
の関係が家庭内暴力傾向にどのような影響を与えるの
かなど，今後の課題である。

付記：本稿は第 2執筆者の指導の下に，第 1執筆者が
東京学芸大学大学院修士論文（平成23年度）として
提出したものをまとめ直したものである。調査にご協
力いただいた皆様へ，この場を借りて心より感謝を申
し上げます。
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母からの負情動・身体感覚否定経験が攻撃性に及ぼす影響

── 家庭内暴力傾向との関係 ──

The Effect of Invalidation of Negative Emotion and Somatic Sensation
by Mother on Aggression

── Relation to Family Violence ──

福　泉　敦　子＊・大河原　美　以＊＊

Atsuko FUKUIZUMI  and  Mii OKAWARA

教育心理学講座

 The purpose of this study is to develop “Family Violence Questionnaire” that measures experience and wish of family 

violence, and to verify relation among “invalidation of negative emotion and somatic sensation by mother ”, “displaced 

aggression” about control of anger and aggression, and “diminished sense of self-existence”. The results suggested the 

following ; 1 ) Invalidation of negative emotion and somatic sensation by mother and control of anger and aggression are 

important factors of family violence. 2 ) Even if children have been invalidated negative emotion and somatic sensation by 

mother, they can control their aggression by having self-existence in a subsequent relation with the others.

Key words: family violence, parent-child relationship, negative emotion, somatic sensation, aggression, self-existence

Department of Educational psychology, Tokyo Gakugei University, 4-1-1 Nukuikita-machi, Koganei-shi, Tokyo 184-8501, Japan

　本研究の目的は、家庭内暴力の経験と願望を測定する「家庭内暴力傾向質問紙」を作成し，「母からの
負情動・身体感覚否定経験認識」，怒り感情と攻撃行動の制御に関する「攻撃の置き換え傾向」，「自己存在感
の希薄さ」との関係性を検証することである。その結果、母親からの負情動・身体感覚の否定と，子どもの怒
り感情と攻撃行動の制御が，家庭内暴力の重要な要因となる可能性と，母からの負情動・身体感覚の否定経験
があった場合でも，その後の他者との関係において自己の存在を感じることで攻撃性の制御が高くなることが
示された。

キーワード: 家庭内暴力，親子関係，負情動・身体感覚，攻撃，自己存在感
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